
藤
枝
中
学
校
区
学

校
運
営
協
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
て
５

年
目
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

新
聞
も
節
目
の
通

算
50

号
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
改
め
て

学
校
運
営
協
議
会

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
何

で
、
何
の
た
め
の

制
度
な
の
か
を
確

認
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、

地
域
の
活
動
や
願

い
を
導
入
し
、
学

校
運
営
の
改
善
を

図
る
仕
組
み
で
す
。

地
域
学
校
協
働
本

部
は
、
学
校
を
核

と
し
た
地
域
の
つ

な
が
り
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を

目
指
す
仕
組
み
で

す
。
（
詳
細
は
、

裏
面
と
別
紙
資
料

編
を
参
考
に
し
て

下
さ
い
。
）

現
在
、
各
小
中

学
校
の
授
業
の
支

援
を
は
じ
め
、
毎

月
25

日
を
中
心
に

実

施

し

て

い

る

「
に
こ
に
こ
あ
い

さ
つ
運
動
」
や
２

年
目
に
な
っ
た
放

課

後

学

習

支

援

「
は
ば
た
き
自
習

室
」
も
こ
の
一
貫

の
事
業
で
す
。

藤
枝
中
学
校
区
小

中
４
校
（
藤
枝
小
・

藤
枝
中
央
小
・
稲

葉
小
・
藤
枝
中
）

で
掲
げ
て
い
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
「
は

ば
た
け
！
ふ
る
さ

と
の
誇
り
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」
で

す
。ふ

る
さ
と
（
こ
の

地
域
）
に
誇
り
と

愛
着
を
持
つ
こ
と

は
将
来
に
生
き
て

い
く
力
に
な
り
ま

す
。

に
こ
に
こ
あ
い
さ
つ
運
動
の
様
子

子
ど
も
の
健
全

育
成
に
は
大
人
の

マ
ン
パ
ワ
ー
が
不

可
欠
で
す
。
ど
ん

な
形
で
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
参
画
し

て
み
て
下
さ
い
。

は
ば
た
き
自
習
室
の
様
子

今
年
は
藤
枝
大
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
も
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。前

回
の
大
祭
り
の
一
場
面

私
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
縄
文

時
代
以
前
か
ら
人
々

が
住
み
始
め
た
歴

史
あ
る
地
域
に
あ

り
ま
す
。
江
戸
時

代
の
東
海
道
や
鎌

倉
時
代
の
東
海
道

が
通
り
、
日
本
遺

産
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
文
化
的
価

値
の
高
い
地
域
に

あ
り
ま
す
。
長
い

時
間
を
か
け
て
育

ん
で
き
た
私
た
ち

の
街
の
未
来
を
、

教
育
と
い
う
活
動

を
通
し
て
よ
り
豊

か
な
も
の
に
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
何
か
？

学校と地域はパートナーであり、地域総ぐるみで

地域の宝である子どもを育てよう！

地域学校協働活動（コミュニティ・スクールと地域学校協働本部の一体的推進）

豊
か
な
地
域
資
源





コミュニティ・スクー
ル（Ａ）は単独では機
能せず、地域学校協働
本部（Ｂ）という仕組
みとセットで考える必
要があります。コミュ
ニティ・スクールと地
域学校協働本部の一体
的推進（地域学校協働
活動という）により、
子どもが育つ、学校・
地域づくりを目指して
います。
（Ａ）「コミュニティ・
スクール」とは、「学
校運営協議会」を設置
している学校のことで
す。藤枝中学校区は小
中一貫教育を推進（藤
枝小・藤枝中央小・稲

葉小・藤枝中）してい
るので、藤枝中学校区
で学校運営協議会を設
けています。
学校運営協議会は、
「地方教育行政の組織
及び運営に関する法律
の第４７条」に規定さ
れた組織で、教育委員
会から任命された委員
（各校長、地元自治会
代表者、行政交流セン
ター関係者、保護者代
表、大学教授・報道関
係・地元企業経営者な
ど有識者）が、一定の
権限を持って、学校運
営とそのために必要な
支援について協議する
合議制の機関で、法的
に、主に３つの役割を
持っています。
１ 学校が作成する学
校運営の基本方針を承
認する。
２ 学校運営について、
教育委員会または、校

長に意見を述べること
ができる。
３ 教職員の任用に関
して、教育委員会規則
で定める事項について、
教育委員会に意見を述
べることができる。
一言で言えば、地域の
知恵や願いを導入し、
学校運営全体の改善を
はかる仕組みになりま
す。
（Ｂ）「地域学校協働
本部」とは、学校と地
域が相互にパートナー
として、連携・協働し
て行う様々な活動のこ
とで、幅広い地域住民
や各種団体組織等（社
会教育・生涯学習関係
団体、文化団体、スポー
ツ協会、地元企業、Ｎ
ＰＯ法人、祭り関係組
織など）の参画により、
学校を支援する具体的
実動部隊、ネットワー
ク、サポーターズクラ
ブのことです。こちら
は、「社会教育法第５
条と第６条」に規定さ
れています。具体的に
は、授業の補助、読み
聞かせ、見守り隊、放
課後学習支援、地域行
事やイベント、ボラン
ティア活動などがあり

ます。一言で言えば、
学校を核とした地域づ
くりを目指す仕組みに
なります。
このような仕組みが

必要になった背景には、
少子化や価値観の多様
化、コミュニティの希
薄化など、社会の急激
な変化に伴い、教育環
境が大きく変化してい
ることが挙げられます。
子どもの教育は学校教
育で完結するものでは
なく、これまで以上に、
地域の教育力の学校へ
の導入が求められてい
ます。教育の質の向上
とともに、地域の活性
化を狙っています。学
校を核とした地域づく
り、地域とともにある
学校、学校と地域はパー
トナーであり、地域総
ぐるみで子どもを育て
ようということです。
コミュニティ・スクー
ルと地域学校協働本部
が一体的に推進（地域
学校協働活動）するた
めには、学校と地域が、
目標やビジョンを共有
することが重要です。
藤枝中学校区では、ス
ローガンを「はばたけ！
ふるさとの誇りを担う

子どもたち」と定めて
います。誇りとは合理
的な自尊心、圧倒的な
価値を確信すること、
自信や満足、名誉だと
思うことです。簡単に
言えば、ふるさとを好
きになり、愛着を感じ
ることです。このこと
は生きる力につながる
と思います。
※補足
「共同」「協同」とキー
ワードである「協働」
の違い
共同：同じ条件で、２
人以上が関わって力を
合わせること
協同：役割分担をもっ
て、メンバーで力を合
わせること
協働：同じ目的に向かっ
て、立場の異なる個人
や団体がそれぞれの得
意分野を活かし、対等
な立場で協力するパー
トナーシップのこと

なお、裏面に組織図
を掲載しましたので、
合わせて御覧ください。
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地域学校協働活動の推進




